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サステナビリティ
ビジョン

JQA-EM0777

しがぎんSDGs宣言 サステナビリティ方針

環境方針

ISO14001×SDGs

CSR憲章（経営理念）に掲げる「共存共栄」の精神のもと、国

連が提唱する持続可能な開発目標（SDGs）を私たちの企業

行動につなげ、地域の社会的課題解決と経済成長の両立を

はかり、持続可能な社会の実現に努めることを宣言してい

ます。

行是「自分にきびしく　人には親切　社会につくす」を原点

とするCSR憲章（経営理念）の実践を通じて企業価値の向上

を目指すとともに、地域との共創により持続可能な社会の

実現に貢献するため、サステナビリティ方針に基づく取り

組みを進めています。

2000年よりISO14001の認証を取得し、当行独自の環境マ

ネジメントシステムを運用しています。サステナビリティビ

ジョン（長期ビジョン）の実現に向けたPDCAを回し、“しが

ぎん” グループで働くすべての人が環境について考え行動す

ることを目指しています。

滋賀銀行は、「未来からの預かりもの」である琵琶湖を擁す

る滋賀県の地元銀行として、ESG金融の推進により持続可

能な地域社会づくりに貢献するとともに、「お金の流れで

地球環境を守る」との気概で、「気候危機への対応」および

「生物多様性保全」に向けた取り組みを進めていきます。

滋賀銀行は、多彩ないのちを育む世界有数の古代湖・琵琶

湖畔に本拠を置く企業の社会的使命として、経営に環境を

取り込んだ「環境経営」を実践し、地域の皆さまとともに「地

球の恵み」である生物多様性の保全、さらには持続可能な

社会の実現に努めてまいります。

1. 事業活動を通じた地球環境保全

2. 環境負荷低減への取り組み

3. 環境関連法規等の遵守

4. ガバナンス・マネジメント体制

5. 全員参加と情報開示

（2017年11月発表） （2020年10月制定）

（1999年10月制定・2020年10月改定）

1.マテリアリティ (重要課題）の特定と

　事業活動を通じた地域の課題解決

2.事業活動による社会的インパクトを重視した経営

3.�地球環境の保全・再生に資するビジネスモデルの確立

4.人権の尊重と社会との信頼関係の構築

5.自ら考え行動できる人材の育成と職場環境の整備

生物多様性保全方針

1. 役職員自らが生物多様性保全の活動を展開

2. 地域の皆さまとの連携によるネットワークづくり

3. 環境対応型金融商品・サービスの充実

（2010年8月制定）

持続可能なグリーン社会グリーン社会へ
当行は、1990年代から「お金の流れで地球環境を守る」との気概で環境経営に取り組んでまいりました。

SDGsにつながる意識でさまざまな活動を展開しています。

魚の産卵場所であるヨシ群落を守り・育て、琵琶湖の固有種

で絶滅危惧種のニゴロブナ・ワタカを保護・育成・放流し、

侵略外来魚を駆除するなど、滋賀県ならではのストーリー性

のある“いきものがたり”活動を展開しています。この活動

は、環境リテラシーの高い人材の育成にもつながっています。

環境ボランティア活動
琵琶湖の生物多様性・環境を守る
“いきものがたり”活動

ヨシ苗植えボランティア ヨシ刈りボランティア

ニゴロブナ・ワタカ放流式外来魚駆除・釣りボランティア

森づくりサポート活動

刈り取った
ヨシは名刺に

生まれ変わります！

しがぎんの

　　強みを生かして

サステナブル！

サステナブル！

サステナブル！ サステナブル！

サステナブル！

重点項目（ターゲット2030）

地域経済の創造

地球環境の持続性

多様な人材の育成




